
今年で5回目の保養、成功裏に終わる。温かいご支援に感謝！
杉並の皆さまをはじめ、全国から寄せられた温かいご支援を受けて、２０１６年の「福島の子ど
も保養プロジェクト・杉並の会」の保養を無事終了することができました。心よりお礼申し上げま
す。今回は台風の接近という悪条件の中でも、すべてのプログラムを実施することができたことは、
感激でした。何よりもうれしかったことは、福島の子どもたちのはじける笑顔でした。５年目の新し
い企画は山田真さんの講演でしたが、大変好評で交流会も大いに盛り上がりました。杉並から
の参加者にも、感謝です。報告集の発送をもって、御礼と感謝に代えさせていただきます。

「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」代表　長谷川和男

2016年8月15日月～8月19日金  @杉並区施設「富士学園」
後援：杉並区／杉並区教育委員会／杉並区社会福祉協議会

 第５回 福島の子ども保養プロジェクト・杉並



英語で『ドレミの歌』練
習しました。「ド」ってドー
ナツのドじゃなかったのね

なんも見えねー！！

15:3０ 富士学園到着
15:45 オリエンテーション
16:3０ 自由遊び

8
15

10:0０ 富士山 5 合目お中道めぐり
15:0０ スイカ割り／宝さがし
16:30 自由遊び

8
16

 8:00 歌の発表会／お魚公園
12:00 昼食＜カレー＞／宝さがし
19:30 山田真先生講演と交流会

8
17

 9:30 宿題／物つくり／自由遊び
12:00 昼食＜流しそうめん＞
19:15 キャンプファイヤー／花火大会

8
18

 9:30 お別れ会
10:00 宿舎出発8

19Event！！
昼も夜も

またね！

参加者の声（アンケートから）
福島の問題を風化させることなく、私たちのために活
動していただいている皆様、本当にありがたいし、心
強く思っております。
富士登山、カレーパーテイー、流しそうめん、キャンプ
ファイヤー…愛情たっぷりの企画に感謝です。
今回も、とてもリフレッシュさせていただきました。本来
の子どもの仕事（遊ぶこと）ができる幸せを感じました。
スタッフの方々、今回出会えた福島の方、出会えたこ
とに感謝です。

今、福島で生活していて一番気がかりなこと、 
悩んでおられることなど…
放射線がやがて子どもたちに及ぶ影響が日々気がか
りになります。
現状が変わらないのに「もう５年たったから大丈夫だ
ろう」「まだ気にしているの？」という空気にとても違和
感があります。「まだ５年しかたっていないのに、もう
気にならないの？」という自分の考えとの違いに戸惑い
ます。
放射能を考えないような生活を心がけています。子ど
もたちのこれからがとても心配ですが、あきらめもあり
ます。
除染も完全でないのに、どんどん震災前の状況に戻っ
ていってとても不安。
自宅は、市内でも線量が高いところ（山の下に家があ
るため）なので、今でも毎日線量を測っています。通
学路が山の下を１Km ほど歩くのですが、山の下は 0.3
～ 0.6 μSv/hあり、とても心配なので、学校の近くま
で車で送り迎えをしています。でも、子どもの体力が
気になります。
原発事故のことや放射能の問題などは、いろいろな
考え方の人がいるので、なかなか話しづらい雰囲気
があります。学校給食は、いわき産の米を使うように
なり、希望者はご飯持参でもいいのですが、誰も持
参している子はいないので、結局みんな同じ米を食べ
るようになってしまっています。
息子の甲状腺検査の結果が、２回受けて２回ともＡ
２（しこりや結節、のう胞が 3 コ以上）という判定で、
でも、二次検査の必要はないと・・・不安をあおるよ
うな検査結果で、ずっとモヤモヤしています。

オリンピック並に金・銀・銅メダルが
用意された『宝探し』は子どもたち
に大好評。
連日行われ、子どもたちはメダル探
しに大わらわ、スタッフは隠し場所
を探すのに大わらわ

「いただきます」「ご
ちそうさま」の声かけ
リーダーに立候補殺
到ですっかり人気イ
ベントに！

カレーにつきもののナンもかま
どで焼いて、できたてを食べ
ることができました

流しそうめん “ 命 ” のス
タッフは自然竹を切ると
ころからの装置作り
大人も子どもも興奮す
るイベントとなりました

とりやめが決まっていたスイカ割りでした
が、子どもたちの強い要望で実現！　思
いが天に届いたか、富士学園の庭は急に

『スイカ割り晴れ』になったのです

天は曇っても心は快晴　今年も富士山行けました

富士山

スイカ割り

宝さがし

流しそうめん

カレー作り 「イタタタッ！
頭から火でましたワ、
兄さん、
腹筋鍛えてはりますねぇ」

にぎやかさにつられてムシも
いろいろ集まってきました

「ほっとけ、
お前の石頭の
せいや！」

「あ、ブドウ来たー！」

富士山、重ッ！

これ富士山 !?
ドレミの歌

漫才熱演中



「福島の子ども保養」の活動は、今後も継続してゆく必要があります。
引き続き皆さまのご支援・ご協力をお願い申し上げます。
カンパは以下の口座にて随時お引き受けしています。
郵便振替口座記号番号：00170-7-655815
加入者名：「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」

［連絡先］〒166-0002　杉並区高円寺北３－１２－１　斎藤正明　TEL 03-3337-2247

『福島の子ども保養プロジェクト・杉並』会計報告＆協賛団体・企業（店舗）

　今年の保養に、福島（１４家族４１人）、杉並（２家族７人）、スタッフ３７人が参加しました。
子どもたちは思いっきり遊び、楽しみました。
　今年は初企画で山田真医師から「免疫を低下させる放射能、人間本来の持つ免疫力
を高める生活が大切」の話を受けました。
　また、「初めて福島の方の話を聞いて原発事故、悩みを身近に受け止められた」という
初参加のスタッフの感想。
　私たちは、改めて人と人のふれあい、想いを大切にして来年も続けます。
最後に、お力添えを頂いた杉並区・忍野村など全ての皆様に心から感謝申し上げます。

「福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会」事務局長 斎藤正明

杉並区福島県人会／城南信用金庫高円寺支店／高円寺中通り商栄会／高円寺北中通り商栄会／高円寺あづま通り商店会／杉並区区職員労働組合／ＮＰＯ法人ももの会／
西荻まちふれあいかがやき亭／特定非営利法人てんぐるま／でいごの会／都教組杉並支部／都税事務所杉並分会／東京都高等学校教職員組合・女性部／方南接骨院／

ｊоプロジェクト／ライブカフェ Ｇｒａｉｎ／床屋のタナカ／トート会・ブルーヘブン／ぞう列車合唱団／ La Pomme ／美術教育を進める会・東京サークル／小島屋／㈲山徳／ひか
り保険㈱／高円寺パンディット／コクテイル／さいとう電気サービス／コリアンダイニング 安（アン）／しんの輔／杉並区教職員組合／藪そば／㈱元気もりもり山森農園／ゴッチオ

発行者：福島子ども保養プロジェクト・杉並の会　発行日：2016 年 10 月1日　http://suginamihoyo.jimdo.com/

協賛団体・企業（店舗）

会計報告 2016 年 9月10日現在

繰越収入 支出

次期への繰越 1,144,317繰越残高  1,649,925
参加費 249,790
寄附金 2,018,132
街頭募金／店頭カンパ箱／お釣り等 116,894
小島屋さんミックスナッツ売上 49,200
計 4,083,941

宿泊費 2,084,590
バス代 477,180
活動費（保養レクリエーション材料費など） 129,726
諸経費（スタッフ交通費・旅行保険など） 117,813
運営費（会議・郵送・印刷など） 70,315
報告集等（予定） 60,000
計 2,939,624


